
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Shimotsuke English Journal 
(SEJ) 

★単元を見通した授業づくりのイメージ★ 
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令和８年９月３日 

今月のキーワード 下野市英語指導者研修会、しもつけイングリッシュサマーキャンプ 

 

 

 

 

８月５日（水）に、「令和８年度 第１回下野市英語指導者研修会」を開催しました。栃木

県教育委員会事務局 義務教育課 清水 友晶 副主幹を講師にお迎えし、研修を行いました。 

全国学力・学習状況調査や CBT とちまるチェックの問題を活用し、「今、求められている

外国語の授業づくり」についてご講話をいただきました。 

 

 

 

 

 

出題の趣旨 育成を目指す資質・能力 

問題の流れ 授業展開 

問い方 発問 

正答の条件 評価する際の判断規準 

解答類型 児童生徒の反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆参考：清水 友晶副主幹 講話資料 

 

 

 

 

令和8年度 第１回下野市英語指導者研修会 

学力調査問題やCBTとちまるチェックの問題には、授業改善のヒン

トがあります。例えば、次のように生かすことが考えられます。 

 

「知っている」「できる」「わかる」「使える」の４つのレベルに着目して単元

の指導計画を構想するなど、教師による豊かな教材研究が必要です。また、

単元を見通した授業づくりを行うことが大切です。 

 

１「知っている」レベル：事実を記憶している（内容知） 

２「できる」レベル ：技術を実行できる（方法知） 

３「わかる」レベル」：概念を理解している・複合的プロセスを 

適用できる 

４「使える」レベル ：見方・考え方に基づいて知識と技能を総 

合できる 

 

次期学習指導要領の改訂に向けて、「文部科学省外国語ワーキング

グループ」により、とりまとめ案が作成されました。改訂のポイン

ト等がまとめられていますので、二次元コードからご覧 

ください。                   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２５日（土）に、国分寺公民館において、「しもつけイングリッシュサマーキャン

プ」を開催しました。市内小学校・義務教育学校４～６年生の児童４１名が参加し、市内

に勤務しているALTと一緒に英語での交流を楽しみました。活動の様子を紹介します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

           

 

文責 石﨑 真清 

Shimotsuke English  

Summer Camp     

 
 

 

★参加者のみなさんの感想★ 

・いろいろなブースを回り、その国の楽しさを感じることができま

した。来年も参加したいです。 

・知らなかった国について知ることができて、楽しかったです。 

・英語に触れられて、とても楽しく参加することができました。 

 

 

ワールドツアーでは、５か国のブースを回り、体験活動を

行いました。グループの仲間と協力して、各国にちなんだゲ

ーム等の活動に取り組みました。 

 

 

ワールドマーケットでは、英語で買い物活動に挑戦しまし

た。英語を使って、ALTの先生方とたくさんコミュニケーショ

ンを図ることができました。 

 

 

フィリピン アメリカ 
ブラジル 

ジンバブエ ハワイ 


